
2平成27年7月号 広報みはら

私
た
ち
の
周
り
に
は
た
く
さ
ん
の
公
共
施
設
が
あ
る
よ
ね
？ 

│ 

│
学
校
や
公
民
館
、
市
営
住
宅
、
図
書
館
な
ど
、
た
く
さ
ん
あ
る
ね
。

こ
れ
ら
の
た
く
さ
ん
の
施
設
は
、こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
使
っ
て
い
け
る
の
か
な
？

│ 

│
当
分
の
間
は
大
丈
夫
だ
と
思
う
よ
。

で
も
い
つ
か
は
建
て
替
え
が
必
要
で
、
た
く
さ
ん
お
金
が
い
る
よ
ね
？
今
の
ま

ま
維
持
で
き
る
の
か
な
？

│ 

│ 

そ
う
だ
ね
。
お
金
も
か
か
り
そ
う
だ
し
、人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
が
進

ん
で
い
る
か
ら
、
今
の
ま
ま
と
は
い
か
な
い
よ
ね
。

私
た
ち
は「
公
共
施
設
は
あ
っ
て
当
た
り
前
」「
今
ま
で
も
何
と
か
な
っ
て
き
た
の

だ
か
ら
こ
れ
か
ら
も
大
丈
夫
」と
思
い
込
ん
で
い
た
の
か
な
？

│ 

│ 

そ
う
だ
ね
。
今
ま
で
の「
当
然
」は
、
こ
れ
か
ら
は「
当
然
」で
は
な
い
時
代

に
な
っ
て
き
て
い
る
ん
だ
ね
。

特
集 

公
共
施
設
の

    

今
後
の
あ
り
方
を

         

検
討
し
ま
す

問
経
営
企
画
課

　
☎
０
８
４
８・67・６
０
０
９
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維
持・更
新
に
必
要
な
費
用

　
〜 

こ
れ
ま
で
よ
り
も

　
　
　
多
く
の
費
用
が
必
要
〜   （
図
３
）

　
将
来
、
新
た
な
公
共
施
設
を
建
て
な
か
っ

た
と
し
て
、
今
あ
る
公
共
施
設
を
築
後
30
年

で
大
規
模
改
修
、
60
年
で
更
新
す
る
と
し
た

場
合
、今
後
40
年
間
で
総
額
約
１
，９
５
４
億

円
、
年
平
均
で
約
48
億
９
千
万
円
か
か
る
見

込
み
で
す
。

　
直
近
５
年
間
で
、公
共
施
設
を
整
備・改
修

し
た
費
用
の
年
平
均
は
約
32
億
円
で
、
そ
の

差
は
大
き
く
、
今
後
、
こ
の
費
用
を
負
担
す

る
の
は
難
し
く
な
っ
て
き
ま
す
。

　
市
で
は
、
将
来
を
見
通
し
た
公
共
施
設
の

あ
り
方
※1
の
検
討
を
平
成
26
年
度
か
ら
始
め

ま
し
た
。
今
年
度
は
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
と
し
て
基
本
方
針
を
取
り
ま
と
め
る
予

定
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
公
共
施
設
の
あ
り
方

は
、
こ
の
方
針
に
基
づ
き
、
来
年
度
以
降
、

具
体
的
な
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
全
国
の
自
治
体
で
も
、
人
口
増
加
に
伴
う

都
市
化
の
進
展
や
経
済
成
長
に
合
わ
せ
て
、

多
く
の
公
共
施
設
が
集
中
的
に
整
備
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
近
い
将
来
、
こ
れ
ら
の
施
設
を

一
斉
に
更
新
す
る
時
期
が
来
ま
す
。

　
一
方
で
、
人
口
減
少
な
ど
に
伴
う
厳
し
い

財
政
状
況
に
よ
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
必
要
性

の
高
い
施
設
ま
で
も
良
好
な
状
態
で
維
持
で

き
な
く
な
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
が
、「
公
共
施
設
の
更
新
問
題
」で
す
。

　
市
町
村
合
併
し
た
自
治
体
の
多
く
で
、
文

化・
体
育
な
ど
の
大
規
模
施
設
の
機
能
重
複

が
見
ら
れ
、
施
設
の
統
廃
合
が
検
討
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
市
民
の
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ

に
対
応
す
る
た
め
、
小・中
学
校
や
集
会
所
、

市
営
住
宅
な
ど
、
多
く
の
公
共
施
設
を
整
備

し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
公
共
施
設
は
、
学
習・交
流・生

活・手
続
き
な
ど
を
す
る
場
と
し
て
利
活
用
さ

れ
、
市
民
の
暮
ら
し
を
支
え
る
大
切
な
役
割

を
担
っ
て
い
ま
す
。

  

施
設
量
が
過
剰

　
〜
全
国
平
均
を
上
回
る
〜　
　
（
図
１
）

　
市
が
保
有
す
る
公
共
施
設
は
、
市
庁
舎
や

小・中
学
校
な
ど
の
大
き
な
も
の
か
ら
、集
会

所
や
消
防
屯
所
な
ど
の
小
規
模
な
も
の
ま
で

約
５
０
０
施
設
あ
り
ま
す
。

　
総
延
床
面
積
は
マ
ツ
ダ
ス
タ
ジ
ア
ム
の
約

20
個
分
に
相
当
す
る
約
46・
５
万
㎡
に
も
な

り
、
市
民
１
人
当
た
り
換
算
で
４・73
㎡
と
、

平
成
21
年
度
の
全
国
平
均（
３・
42
㎡
）※2
を

約
４
割
上
回
っ
て
い
ま
す
。

  

建
物
の
老
朽
化
と
建
築
時
期
の
集
中

　
〜
更
新
時
期
の
集
中
〜　
　
　
（
図
２
）

　
市
は
高
度
経
済
成
長
期
以
降
、
多
く
の
公

共
施
設
を
整
備
し
て
き
ま
し
た
。

　
現
存
す
る
公
共
施
設
の
約
37
％
、
17
万
㎡

が
、
昭
和
53
〜
59
年
に
竣
工
し
ま
し
た
。

　
全
施
設
の
う
ち
、
築
後
30
年
以
上
経
過
し

た
も
の
が
56
％
、
20
年
以
上
経
過
し
た
も
の

で
は
75
％
あ
り
、
多
く
の
公
共
施
設
が
間
も

な
く
更
新
の
時
期
を
迎
え
ま
す
。

※1 公共施設のあり方とは、存続・廃止、統合・規模の縮小、管理運営の方法、更新（建て
替え）、長寿命化、施設の有効利用など、公共施設をどのようにするかということ。

※2出典：東洋大学ＰＰＰ研究センター調べ

  

公
共
施
設
の
維
持・

  

更
新
が
問
題
化

   

全
国
の
自
治
体
で
も

　
　
危
機
が
迫
っ
て
い
ま
す

  

公
共
施
設
の
役
割

  

市
民
生
活
を
支
え
る

  

三
原
市
の

  

公
共
施
設
の
現
状
と
課
題

学校教育系施設
31％
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公営住宅
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保健・福祉施設
3％

社会教育系施設
2％

社会教育系施設
2％

図１　市の公共施設の延床面積の種類別割合
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図 2　市の公共施設の建築年別整備状況
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図 3　市の公共施設にかかる将来必要な大規模改修・更新費用
（億円）

将来の費用
年平均 48.9億円

直近の費用
年平均 32億円

40 年間の総額　1,954 億円

※廃校になった小学校や保育所は「その他」に含まれます。
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人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化

  
　
　
　
生
産
年
齢
人
口
の
減
少

　
〜
市
税
収
入
が
減
少
、

　
　
　
市
民
ニ
ー
ズ
が
変
化
〜   （
図
４
）

　
市
の
人
口
は
、
減
少
傾
向
に
あ
り
、
年
代

別
に
見
る
と
、
高
齢
者
人
口（
65
歳
以
上
）が

増
加
し
て
い
ま
す
が
、
平
成
32
年
を
境
に
減

少
に
転
じ
、
年
少
人
口（
15
歳
未
満
）と
生
産

年
齢
人
口（
15
〜
65
歳
未
満
）は
、
大
き
く
減

少
し
て
い
き
ま
す
。

　
労
働
力
の
中
心
と
な
る
世
代
の
生
産
年
齢

人
口
が
減
少
す
る
と
、
経
済
の
規
模
が
縮
小

し
、
市
税
収
入
も
減
少
す
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
。

　
ま
た
、
人
口
減
少
や
超
高
齢
社
会
※4
が
進

む
と
、
施
設
建
設
時
に
比
べ
、
施
設
に
対
す

る
市
民
ニ
ー
ズ
も
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
市
民

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
公
共
施
設
の
あ
り
方
を
考

え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
時
期
に
差
し
掛
か
っ

て
い
ま
す
。

  

財
政
状
況
が
厳
し
く

　
〜
維
持・更
新
に
か
け
る
お
金
が
不
足
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
図
５
）

　
市
の
財
政
は
、
市
税
収
入
の
減
少
や
福
祉

関
連
費
用
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
将
来
、
さ

ら
に
厳
し
く
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
公
共
施
設
の
維
持
・
更
新

に
使
え
る
お
金
が
減
り
、
全
て
の
公
共
施
設

を
建
て
替
え
た
り
、
改
修
し
た
り
す
る
こ
と

が
難
し
く
な
っ
て
き
ま
す
。

  

公
共
施
設
の
利
用
状
況

　
〜 

利
用
の
少
な
い
公
共
施
設
で
は

　
　
　
廃
止
も
含
め
た
検
討
が
必
要
〜

　
公
共
施
設
に
は
、
多
く
利
用
さ
れ
て
い
る

も
の
も
あ
れ
ば
、
あ
ま
り
使
わ
れ
て
い
な
い

も
の
も
あ
り
ま
す
。
公
共
施
設
の
あ
り
方
に

つ
い
て
は
、
利
用
状
況
も
踏
ま
え
、
こ
れ
ま

で
ど
お
り
費
用
を
投
じ
て
維
持・更
新
す
る
の

か
、
他
の
施
設
と
統
合
し
、
複
合
施
設
に
す

る
な
ど
し
て
維
持
費
を
抑
え
、
節
約
し
た
お

金
を
他
の
サ
ー
ビ
ス
に
回
す
の
か
、
廃
止
す

る
の
か
な
ど
、
最
適
な
方
法
を
考
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

  

公
共
施
設
の
維
持
管
理

　
〜
長
寿
命
化
や
省
エ
ネ
対
策
が
必
要
〜

　
公
共
施
設
は
、
で
き
る
だ
け
長
く
使
い
続

け
ら
れ
る
も
の
で
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

ま
た
、そ
の
維
持
管
理
に
は
、水
道
や
電
気
、

特集  公共施設の今後のあり方を検討します

※4 

超
高
齢
社
会
と
は
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
占
め
る

割
合
が
全
人
口
の
21
％
を
超
え
た
社
会
の
こ
と
。

※3 

長
寿
命
化
と
は
、
耐
久
性
の
あ
る
材
料
を
使
用
し
た

り
、
定
期
的
に
診
断
し
、
不
具
合
を
早
期
に
改
修
し

た
り
し
て
、
長
期
に
わ
た
っ
て
良
好
な
状
態
で
使
用

す
る
こ
と
。

ガ
ス
な
ど
の
光
熱
水
費
が
必
要
で
す
。

　
大
規
模
改
修・
更
新
が
決
ま
っ
た
公
共
施

設
で
は
、
長
寿
命
化
※3
の
実
施
や
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
設
備
の
導
入
な
ど
で
、
将
来
の
経
費
を

抑
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
誰
も
が
安
心
し
て
使
い
や
す
い
公

共
施
設
に
す
る
た
め
、
耐
震
化
や
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
な
ど
も
必
要
で
す
。

  

こ
れ
か
ら
の
三
原
市
は
？

福祉関連費用福祉関連費用

公共施設

市
税
収
入

市
税
収
入

図５ 〈現在〉 〈将来〉

減少

増加その結果…
公共施設の維持・更新に使えるお金が少なくなる

福祉関連費用福祉関連費用
公共施設

公共施設

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

65 歳以上15～65歳未満15歳未満
H52（年）H47H42H37H32H27H22

図 4　市の人口の見通し
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出
典：H
22
年
は
国
勢
調
査
。H
27
〜

52
年
は
国
立
社
会
保
障・
人
口
問
題

研
究
所
に
よ
る
推
計
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こ
れ
ら
の
課
題
解
決
を
先
送
り
す
る
こ
と

は
、
将
来
の
世
代
に
負
担
を
残
す
こ
と
に
な

り
ま
す
。
そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
、
市
で
は

将
来
を
見
通
し
た
公
共
施
設
の
あ
り
方
に
つ

い
て
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
末
に
は
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
と
し
て
、
総
量（
延
床
面
積
）の
削
減
や
長

寿
命
化
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
基
本
方
針
を
取

り
ま
と
め
、
来
年
度
か
ら
施
設
の
種
類
別
に

実
施
計
画
を
策
定
し
、
基
本
方
針
の
実
現
に

向
け
て
取
り
組
む
予
定
で
す
。

　
他
都
市
の
基
本
方
針
に
は
次
の
よ
う
な
も

の
が
あ
り
ま
す
。

 

・ 人
口
減
少
や
年
齢
構
成
の
変
化
な
ど
に
合

わ
せ
て
、
施
設
の
量
や
役
割
を
見
直
す

 

・ 行
政
だ
け
で
な
く
、
市
民
や
民
間
企
業
の

力
も
借
り
て
、
施
設
を
管
理・運
営
す
る

 

・ 分
散
し
て
い
る
施
設
を
統
合
し
た
り
、
使

い
勝
手
を
改
善
し
た
り
し
て
、
生
活
に
便

利
な
施
設
に
す
る

 

・ 施
設
を
で
き
る
限
り
長
持
ち
さ
せ
、
建
て

替
え
時
期
を
集
中
さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る

　
市
は
、こ
れ
ま
で
の
調
査
結
果
を
も
と
に
、

市
に
合
っ
た
総
合
管
理
計
画
を
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

あなたの　　  を聞かせてください

　次ページに掲載されている質問の回答を綴
じ込みはがきに記入し、切り取って郵送（切手
不要）してください。
　締め切りは、７月21日（火）（消印有効）で
す。
　皆さんのご意見をお待ちしています。

　今回、公共施設の現状や将来の費用予測な
どをお知らせしました。これからは、公共施
設等総合管理計画を策定し、効率的・効果的な
管理・運営を進めていくことが重要です。
　しかし、単に効率だけを優先させるわけに
はいきません。社会情勢の変化や地域の特性、
ニーズについても十分に把握し、必要な公共
施設は残していく予定です。
　公共施設を計画的に管理していくためには、
市民の皆さんの理解と協力が不可欠です。公
共施設のあり方に対する皆さんの意識や意見
を把握し、今後の取り組みを進める上での参
考とするため、あなたの「声」を聞かせてくだ
さい。

切
　り
　取
　り
　線

郵　便　は　が　き

料金受取人払郵便

差出有効期間
平成27年12月
31日まで
切手を貼らずに
出してください

三原郵便局
承認

32

7 2 3 8 7 9 0

（　　　  ）

切　り　取　り　線

  三原市役所経営企画課
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「公共施設のあり方検討」

市の将来を左右する大切な問題を
一緒に考えてください
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特集  公共施設の今後のあり方を検討します

6平成27年7月号 広報みはら

  問７　今後の限られた財源（市税収入）の中で、
公共施設を持ち続けるための取り組みをどう
進めるべきだと考えますか？

　　　　　　　　〈当てはまるものを全て選ぶ〉
　① 複数の施設を１つに集約し、更新・維持管理

費用を抑える
　② 施設を補強して長持ちするようにし、建て

替えの時期を遅らせる
　③ 施設の建て替えや管理・運営に民間の知恵や

技術、お金などを活用する
　④ 利用の少ない施設・土地の全部または一部を

売却・賃貸して収入を得る
　⑤他の公共サービスを削減し、支出を減らす
　⑥ 特別な税金を徴収するなど、市民全体で負

担する
　⑦ 利用料を徴収している施設の料金を引き上

げる
　⑧近隣自治体と共同で施設を建設・運営する
　⑨ 地域に密着した施設の管理・運営を地域住

民に任せる
　⑩ 市の中心部や地域拠点に施設を集約し、施

設数を減らす
　⑪ 施設のサービス水準を引き下げ、支出を減

らす
　⑫その他（　　　　）

  問８　今後、人口減少や少子高齢化、財源（市
税収入）の減少が予想されますが、公共施設
の量について、あなたの考えに近いものはど
れですか？

　①積極的に減らすべき
　② 人口、市税収入、市民ニーズなどに見合っ

た数（量）まで減らすべき
　③必要なため、現状を維持すべき
　④不足しているので、増やすべき

  問９　今後、公共施設を減らすとしたら、ど
のような施設を減らすべきだと思いますか？

　　　　　　　　〈当てはまるものを全て選ぶ〉
　①特定の個人・団体に利用が固定化している
　②利用者が少ない
　③建物・設備が古くなっている
　④維持管理・運営費用がかかり過ぎている
　⑤交通の便が悪い場所に立地している
　⑥ 近隣に同じような目的の公共施設がある
　⑦ 近隣に同じような目的の民間施設がある
　⑧分からない

ご協力、ありがとうございました。

問１ 問２
問３ 問４
問５

問６
問７⑫「その他」の内容

問８

  公共施設市民アンケート回答用紙

利用頻度 利用が少ない理由
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｇ
Ｈ

問７

問９



7 広報みはら 平成27年7月号

  問１　あなたの性別は？
　①　男　　　②　女　

  問２　あなたの年齢は？
　①10歳代　②20歳代　③30歳代
　④40歳代　⑤50歳代　⑥60歳代
　⑦70歳以上

  問５   あなたは市の公共施設をどれくらい利用していますか？利用が少ない場合は、その理由は何ですか？

  問６　市では、将来の世代にさらなる負担を残
さず、公共施設を計画的に管理するため、「公
共施設等総合管理計画」を策定します。あなた
は、このことに賛同できますか？

　①賛同できる　②ある程度賛同できる
　③あまり賛同できない　④賛同できない
　⑤どちらともいえない（分からない）

  問３　あなたが住んでいる地域（中学校区）は
どこですか？

　①第一中学校区　②第二中学校区　
　③第三中学校区　④第四中学校区　
　⑤第五中学校区　⑥幸崎中学校区
　⑦宮浦中学校区　⑧本郷中学校区
　⑨久井中学校区　⑩大和中学校区
　⑪市外（在勤者など）

  問４　あなたは三原市に住んで、通算何年に
なりますか？

　①０年（在勤者など）　②1～4年　③5～9年
　④10～19年　⑤20年～29年　⑥30～39年
　⑦40年以上

公共施設
市民アンケート 市民アンケート 

施設区分 施設の具体例

利
用
頻
度

〈 

施
設
区
分
ご
と
に

１
つ
選
ぶ
〉

利用頻度の
選択肢

利
用
が
少
な
い
理
由

〈 

当
て
は
ま
る
も
の

を
全
て
選
ぶ
〉

利用が少ない理由の
選択肢

Ａ 集会施設 コミュニティセンター、公民館、集会所、
青年の家、人権センターなど

① よく利用
する
 （ 月に１回
以上）
② たまに利
用する
 （ 年に数回
程度）
③ 過去に利
用したこ
とがある
④ 利用した
ことがな
い

① 利用する機会がない
② どんな施設があるのか
知らない　
③ どんなサービスが利用
できるのか知らない
④ 利用の方法が分からない
⑤ 施設の場所が自宅や職
場から遠くて不便
⑥ 施設が古い、設備が整っ
ていない
⑦ 申し込みが混んでいて
利用しにくい
⑧ 利用料金が高い
⑨ 市の施設以外の施設を
利用している
⑩ その他

Ｂ 文化施設 ポポロ、生涯学習センター、文化セン
ター、市民ギャラリーなど

Ｃ 社会教育施設 図書館、歴史民俗資料館、宇根山天文
台、老人大学など

Ｄ スポーツ施設 運動公園、武道館、体育館・プール（学
校を除く）など

Ｅ    観光・レクリエーショ
    ン施設 キャンプ場、道の駅、自然休養村など

Ｆ 児童福祉施設 児童館・児童クラブ、子育て支援セン
ターなど

Ｇ 高齢者福祉施設 老人福祉センター、創作センターなど

Ｈ  行政施設 市役所、支所、城町庁舎など


